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メ
ー
ジ
で
す
が
、
当
学
で
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム

性
を
確
保
し
つ
つ
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ソ
ー
ス
を
溜
め

る
こ
と
が
可
能
な
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ポ
ジ
ト
リ
モ
デ

ル
で
の
シ
ス
テ
ム
構
築
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

当
学
で
は
、
富
士
通
の
電
子
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
を
採
用
し
ま
し
た
が
、
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

を
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
対
応
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
病

院
情
報
シ
ス
テ
ム
と
は
別
に
イ
ン
タ
ー
シ
ス

テ
ム
ズ
の
「IRIS for H

ealth

」
を
「RED

Cap

」
と
連
携
さ
せ
る
た
め
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ

ア
と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。
な
お
、
電
子
カ

ル
テ
シ
ス
テ
ム
を
含
む
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム

と
「IRIS for H

ealth

」
と
は
、
２
系
統
に

よ
る
情
報
連
携
を
実
施
し
て
い
ま
す（
図
１
）。

　

デ
ー
タ
更
新
の
頻
度
が
高
く
、
且
つ
研
究

や
臨
床
で
の
活
用
頻
度
が
高
そ
う
な
項
目
や
、

今
後
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を
使
用
し
た
ア
プ
リ
開
発

な
ど
で
も
活
用
で
き
そ
う
な
項
目
、
例
え
ば

バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
や
臨
床
検
査
結
果
、微
生
物

検
査
結
果
や
イ
ン
ス
リ
ン
の
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン

グ
ス
ケ
ー
ル
、注
射
薬
オ
ー
ダ
ー
、処
方
オ
ー

ダ
ー
等
に
つ
い
て
は
、
部
門
シ
ス
テ
ム
な
ど

か
ら
オ
ー
ダ
ー
や
結
果
を
電
子
カ
ル
テ
シ
ス

テ
ム
に
電
文
で
送
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、

同
じ
電
文
を
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
サ
ー
バ
に
も
送
信
す

る
よ
う
に
し
て
お
き
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
サ
ー
バ
側

で
電
文
を
処
理
し
て
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ソ
ー
ス
化

す
る
と
い
う
リ
ア
ル
タ
イ
ム
連
携
を
行
っ
て

新生・公立大学がHISのリプレースを機に
EDCとFHIRを連携するミドルウェアを実装し
臨床研究等、医療情報の二次利用を推進する

2022年7月1日、インターシステムズジャパンは、「第26回医療情報学会春季学術大会 シンポジウム2022 inせとうち」にてランチョン
セミナー「FHIRを用いた臨床研究における医療情報活用」を共催した。演者は太田恵子氏（大阪公立大学医学部附属病院 臨床研究・
イノベーション推進センター）、座長は木村映善氏（愛媛大学大学院医学系研究科医療情報学講座 教授 兼 医学部附属病院医療情報
部 部長）が務めた。テーマとなったHL7 FHIR（Fast Healthcare Interoperability Resources）は、医療情報交換の為の次世代標準
フレームワークとして注目が集まっており、同ランチョンセミナーにも多くの参加者が来場した。ここに同セミナーの講演内容を紹介する。

す
る
た
め
の
機
関
で
あ
る
臨
床
研
究
・
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
推
進
セ
ン
タ
ー
内
で
、
デ
ー
タ
の
管

理
を
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。

　

大
阪
公
立
大
学
で
は
、
臨
床
研
究
に
お
け
る

デ
ー
タ
収
集
に
お
い
て
、Ｅ
Ｄ
Ｃ
（Electronic 

D
ata Capture

）
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
い

ま
す
。
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

は
、
研
究
者
に
よ
る
デ
ー
タ
入
力
時
に
行
う
際
、

入
力
の
型
や
数
値
の
有
効
範
囲
な
ど
デ
ー
タ
値

の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う
こ
と
が
容
易
で
、
デ
ー
タ

の
質
の
確
保
、
効
率
的
な
回
収
の
実
現
、
監
査

証
跡
の
自
動
化
な
ど
が
可
能
で
あ
る
点
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

当
学
で
は
、
世
界
標
準
の
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム

で
あ
る
「RED

Cap

」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

「RED
Cap

」
は
、
米
国V

anderbilt
大
学
が

Ｎ
Ｉ
Ｈ
の
支
援
を
受
け
て
開
発
し
た
ツ
ー
ル
で

す
。
主
な
機
能
は
研
究
用
の
デ
ー
タ
収
集
で
す

が
、
そ
れ
以
外
に
も
煩
雑
な
臨
床
研
修
を
実
施

す
る
際
の
負
担
を
軽
減
す
る
ツ
ー
ル
が
多
数
搭

載
さ
れ
て
お
り
、
世
界
で
１
４
５
か
国
、
６
０

０
８
施
設
、
２
２
０
万
人
が
活
用
し
て
い
ま
す
。

「RED
Cap

」
が
あ
れ
ば
、複
数
の
疾
患
領
域
の
、

複
数
の
研
究
デ
ー
タ
の
収
集
が
可
能
で
あ
り
、

Ｉ
Ｔ
の
専
門
家
で
な
く
と
も
、
臨
床
医
、
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
ス
タ
ッ
フ
、
事
務
ス
タ
ッ
フ
ら
に

よ
る
構
築
・
運
用
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

大
変
有
用
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
と
病
院
情
報
シ
ス
テ
ム（
Ｈ

Ｉ
Ｓ
）を
連
携
さ
せ
、
診
療
に
関
す
る
デ
ー
タ

を
直
接
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
に
収
集
す
る
こ
と
の

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
デ
ー
タ
の
転
記
ミ
ス
を

減
ら
せ
、Source D

ocum
ent V

erification

（
Ｓ
Ｄ
Ｖ
）
と
い
う
、
報
告
さ
れ
た
デ
ー
タ
が

施
設
の
ソ
ー
ス
デ
ー
タ
を
正
確
に
反
映
し
て
い

る
か
を
確
認
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
手
間
を
減
ら
せ

ら
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な

お
、
そ
れ
は
、
コ
ス
ト
削
減
に
も
つ
な
が
り
、

海
外
大
手
製
薬
企
業
な
ど
で
も
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

当
学
で
は
、「RED

Cap

」
を
用
い
て
臨
床

研
究
を
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
し
た
い
と
い
う
欲
求

が
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
導
入
に
至
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
２
０
１
９
年
頃
か
ら
、
電

子
カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
リ
プ
レ
ー
ス
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を
導
入
し
、「RED

Cap

」
と

連
携
さ
せ
て
、
臨
床
研
究
に
関
す
る
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

基
盤
を
整
備
す
べ
く
検
討
を
開
始
し
た
の
で
す
。

　

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
構
築
の
方
法
は

大
き
く
２
つ
あ
り
ま
す
。
１
つ
は
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ

ポ
ジ
ト
リ
モ
デ
ル
、
も
う
１
つ
は
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
フ

ァ
サ
ー
ド
モ
デ
ル
で
す
。
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ポ
ジ
ト

リ
モ
デ
ル
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
の
形
式
で
、
デ
ー
タ

を
リ
ポ
ジ
ト
リ
に
保
存
し
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の

診
療
デ
ー
タ
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
対
し
て
、
リ
ポ

ジ
ト
リ
内
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
を
送
る
形
式
で

す
。一
方
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
フ
ァ
サ
ー
ド
モ
デ
ル
は
、

ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
の
リ
ク
エ

ス
ト
に
対
し
て
、
既
存
の
デ
ー
タ
ソ
ー
ス
に
デ

ー
タ
を
確
認
し
に
い
き
、
検
索
し
た
結
果
を

FH
IR Gatew

ay

を
通
じ
て
既
存
の
デ
ー
タ
を

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
に
変
換
し
、
デ
ー
タ
を
ユ
ー
ザ
ー
に

返
す
も
の
で
す
。

　

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ポ
ジ
ト
リ
モ
デ
ル
は
、
定
期
的

に
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
デ
ー
タ
を
溜
め
る
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
フ
ァ
サ
ー
ド
モ
デ
ル
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
に
既
存
の
デ
ー
タ
を
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ソ

ー
ス
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
イ

FHIRを用いた臨床研究に
おける医療情報活用

太田恵子 氏
大阪公立大学医学部附属病院
臨床研究・イノベーション推進センター

太田恵子（おおた・けいこ）氏
1999年に文学部英米文学科卒業。
その後、ソフトウェア開発会社
にてプログラマー、システムエ
ンジニアとして勤務。2004年よ
り国立循環器病研究センターに
てデータマネージャーとして勤
務し、医師主導臨床研究の支援
を実施。並行して国循REDCap
導入プロジェクトに参加。武田
薬品工業株式会社を経て2015年
からは大阪大学医学部附属病院
にてデータマネージャー、及び
REDCap管理者、教育担当とし
て勤務。2017年より現職。

　

本
日
の
講
演
で
は
、
①
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を
用
い
た

臨
床
研
究
に
お
け
る
医
療
情
報
活
用
、
②
臨
床

研
究
の
デ
ー
タ
収
集
で
使
用
し
て
い
る
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
、
③
大
阪
公
立
大
学
に
お
け
る
医

療
情
報
の
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
化
、
そ
し
て
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
を

用
い
た
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
「RED

Cap
（
レ
ッ

ド
キ
ャ
ッ
プ
）」
へ
の
医
療
情
報
の
取
り
込
み

︱
の
３
点
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

２
０
２
２
年
４
月
に
大
阪
府
立
大
学
と
大
阪

市
立
大
学
が
統
合
し
、共
に
「
大
阪
公
立
大
学
」

に
名
称
変
更
を
し
ま
し
た
が
、
今
、
私
は
同
学

の
医
学
部
や
学
部
外
の
先
生
方
が
研
究
を
実
施

い
ま
す
。

　

一
方
、
研
究
視
点
で
考
え
た
際
に
リ
ア
ル
タ

イ
ム
性
へ
の
要
求
が
低
い
項
目
、
例
え
ば
患
者

プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
や
患
者
病
名
、
入
退
院
情
報
、

テ
ン
プ
レ
ー
ト
情
報
な
ど
に
つ
い
て
は
、
電
子

カ
ル
テ
シ
ス
テ
ム
と
連
携
す
る
富
士
通
の
Ｄ
Ｗ

Ｈ
か
ら
１
日
２
回
、
日
次
処
理
で
デ
ー
タ
を
Ｆ

Ｈ
Ｉ
Ｒ
サ
ー
バ
に
送
信
し
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
リ
ソ
ー

ス
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「IRIS for H
ealth

」
に
は
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
サ

ー
バ
以
外
に
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
有
し
て

い
ま
す
が
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
化
す
る
際
、
実
際
の
電

文
を
受
け
取
っ
た
際
の
処
理
を
ト
レ
ー
ス
で
き

る
画
面
が
あ
り
、
シ
ス
テ
ム
間
連
携
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
い
状
態
な
ど
を
可
視
化
で
き
る
の

で
、
シ
ス
テ
ム
の
修
正
等
に
大
い
に
役
立
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
変
換
に
つ
い
て
は
、
当
初

は
当
大
学
独
自
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ー
ド
か
ら
の
変

換
の
み
で
し
た
が
、
学
内
で
の
運
用
は
問
題
な

い
も
の
の
、
学
外
と
の
施
設
と
の
研
究
な
ど
で

は
標
準
コ
ー
ド
化
が
重
要
で
す
。
マ
ッ
ピ
ン
グ

テ
ー
ブ
ル
を
作
成
し
、
臨
床
検
査
を
中
心
に
Ｊ

Ｌ
Ａ
Ｃ
10
コ
ー
ド
へ
の
変
換
機
能
を
実
装
し
て

い
ま
す
。
デ
ー
タ
出
力
の
際
は
、
生
年
月
日
や

カ
ル
テ
番
号
な
ど
、
個
人
を
直
接
特
定
す
る
情

報
を
ド
ロ
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
臨

床
研
究
の
た
め
の
デ
ー
タ
収
集
が
容
易
で
す
。

　

現
在
、
当
学
で
は
Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
連
携
に
つ
い
て
、

研
究
へ
の
活
用
を
メ
イ
ン
に
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
今
後
は
、
研
究
の
支
援
範
囲
の
拡
大
や
、

日
常
業
務
へ
の
活
用
拡
大
に
つ
い
て
も
検
討
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

「第26回医療情報学会春季学術大会 シンポジウム2022 in せとうち」より
Special Report

Ｈ
Ｉ
Ｓ
と
「REDCap

」
を
つ
な
ぐ

Ｆ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
化
の
ミ
ド
ル
ウ
ェ
ア
と
し
て
導
入

●「InterSystem
s IR

IS for H
ealth

」

図1　大阪公立大学におけるHIS & REDCapのＦＨＩＲ連携概要図

座長を務めた木村映善氏。

煩
雑
な
臨
床
研
究
を
支
援
す
る

米
国
発
の
画
期
的
シ
ス
テ
ム
を
導
入

●
Ｅ
Ｄ
Ｃ
シ
ス
テ
ム「R

ED
C

ap

」

煩
雑
な
臨
床
研
究
を
支
援
す
る

米
国
発
の
画
期
的
シ
ス
テ
ム
を
導
入

●
Ｈ
Ｉ
Ｓ
＆
Ｅ
Ｄ
Ｃ
と
の
連
携


